
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

【分析】

◎ 自己評価や保護者アンケート、学校関係者評価による教育活動の充実に向けた点検・評価
◎
◎

計算や漢字などの基礎基本の反復練習による定着の徹底
家庭学習の手引きの活用による家庭学習の習慣化

【真狩村の学力向上策】

「国語の家庭学習の課題について評価・指
導した」の設問において「よく行った」と回答し
た学校の割合が、全国及び全道を上回って
いる。

地域の教育資源を生かした外部講師による授業

◎

「読書が好き」と回答した児童の割合が、全
国及び全道を上回っている。

○ １日のゲームをする時間が１時間以上と回答
した児童の割合が、全国及び全道より少な
い。

学校質問紙

国語Ｂでは「読むこと」、算数Aでは「数量関
係」で全国及び全道を上回っている。

国語Bでは「書くこと」、算数A・Ｂともに「図
形」で、全国及び全道とほぼ同様になってい
る。

■真狩村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2、児童数：20名）

読書への関心を高める指導や、ゲームをする
時間などの生活習慣の改善に向けた取組によ
り、児童に家庭学習の習慣が身に付き、基礎
的・基本的な知識・技能の確実な定着が図られ
るようになり、各教科で全国との差が縮まってき
ていると考えられる。

○

○

○

【教科全体の状況】 【児童質問紙調査】

○

○

○

教科

児童質問紙

家庭学習の課題の与え方について、教職員で
共通理解を図ったり、国語科の家庭学習の課
題について評価・指導したりした結果、基礎的・
基本的な知識・技能の確実な定着が図られるよ
うになり、国語Ｂの「読むこと」で全国及び全道
を上回ったと考えられる。

「家庭学習の課題の与え方について、教職
員で共通理解を図った」の設問において、
「よく行った」と回答した学校の割合が、全国
及び全道を上回っている。

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

■真狩村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1、生徒数：15名）

○

地域の教育資源を生かした外部講師による授業

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○ 生徒の間で話し合う活動をよく行わせたり、家
庭学習の課題を与えたりした結果、基礎的・基
本的な内容の確実な定着が図られるようにな
り、国語Bの「書くこと」「読むこと」、数学Bの全
ての領域で、全国及び全道を上回ったと考えら
れる。

【生徒質問紙調査】

○

「授業で、生徒の間で話し合う活動をよく行っ
ていた」と回答した生徒の割合が全国、全道
を上回っている。

○

生徒質問紙

教科

国語Ａでは全ての領域、国語Bでは「書くこ
と」、「読むこと」、数学A・Ｂでは全ての領域、
理科では「科学的領域」、「生物的領域」、
「地学的領域」で、全国及び全道を上回って
いる。

◎ 自己評価や保護者アンケート、学校関係者評価による教育活動の充実に向けた点検・評価
◎
◎

計算や漢字などの基礎基本の反復練習による定着の徹底
家庭学習の手引きの活用による家庭学習の習慣化

【真狩村の学力向上策】

学校質問紙

「国語、数学で家庭学習の課題を与えた」と
回答した学校の割合が全国、全道を上回っ
ている。

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

理科（物理的領域）

理科（化学的領域）

理科（生物的領域）

理科（地学的領域）

真狩村内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

46.7

29.6

34.2

40.0 

44.7 

44.0 

13.3 

21.4 

18.0 

4.2

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

真狩村

全道

全国

１、２年生のときに受けた授業で、生徒の間で話

し合う活動をよく行っていた

している どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

100.0 

55.6 

55.2 

39.8

38.1

4.6

6.4 0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

真狩村

全道

全国

（数学）家庭学習の課題を与えた

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

100.0 

48.5 

51.4 

43.7

39.7

7.6

8.5 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

真狩村

全道

全国

（国語）家庭学習の課題を与えた

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

66.7

55.3

54.7

33.3

37.3

38.3

6.2

5.9

1.1 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

真狩村

全道

全国

友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後ま

で聞いている

している どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

- 164 -


